









































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　1　　　　　 　　　　　　　　　　　　　2（m　一　1）（3－1　一2’）　P（　Y（．，o）　＝　k）　＝　　　 　　 　 　　　　　　P（Y（．一i，o）　＝　k　一　1）　十　　　　 　　　　　　　　 　　　　 　P（　X（．，2）　＝　m　一　k）
　　　　　　　　　　　　2m－1　　　　　　　　　　　　　　2m－1













































　　　　　　　　　　　　m－3　　　 　　　　　　　　　　　　　　　14（m　一　2）（3　一5－2）　d，　（m，m一　3）　＝　　　　　　 　 　　　　　　d，　（m　一　1，m一　4）　＋　　　 　 　　　　 　　 　　　　　 　　　　　　　　　（m　一〉　4）
　　　　　　　　　　　　m＋3　　　 　　　 　　　　　　　　　　（m　＋　3）（m　＋　2）
（3－5－2・）　d，（3，0）＝O
となる。そして・κ，π（i）＝（m＋3）（m＋2）…（m－2）di（〃z，　m－3）とおけば、
　　　　Xm（∫）一・・m－1　（i）一仁堤瀦揚1浩鷺三プ毬
と計算できる。こうして・κ3（’）＝0に留意して、
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　　　　　　　　　　　　　　　　Xln（1）一一i4Σ｛（ノ＋1）ノ…（ノー3）一4ノ（ノー1）…（ノー3）｝
　　　　　　　　　　ゴ＝4
　　　　　　＝一14｛（m＋2）＠毛1）’●’（m－3）一4＠＋1）讐○’（m－3）｝
に至る。同様に、
　　　　Xm（2）一14｛（m＋2）9’nlx＋’）●●●（r－3）一＠＋2）（嬰）’●’（m－2）一4！｝
と計算できる。すなわち、次の等式が示される：
（3－6－1）　dl（m・m－3）＝一G＋5（四鏡2）一一器誉器
（3－6一・）d・（m・m－3）一P編；＋5（k4，）一（m＋3）（器1．（m－2）
この直：接の産物として、次の極限値が従う：
（3－6一・）民話一3）二量（一1）’（i一　1，2）
　一般のr≧4の場合には、mの数列d，（m，m－r）　（i＝・1，2）の漸近挙動が次の定理の
形にまとめられる。
定理旦　r≧3のとき、次の（i）～（iv）が成り立つ。
（£1，
dl（m・m－r）・摶ﾐ驚詣㌦1警為3）・伽＋r）＠塾留．（m．r＋1）
（3－7－2）
d，（m，m．，）．一。，Setl＝！一r）（m”「一1）●．．＠一2「＋3）．　tU…（M）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（m十r）（m十r－1）…（m－r十1）（m十r）（m十r－1）…（m十3）
ここでんrは、初期値κ2＝0として、次の漸化式で規定されるrの数列である：
（3－8）　　κr＝κ．＿1＋／3r＿i，1一γ，＿1，1　　（r≧3）
さらに・ω，，，（m）　（∫＝1，2）はmの（2r－1）次の多項式であり・証盟の中で述べる手順
（3－10）式によって帰納的に定まる。
（ii）1im　d，（m，　m－r）＝K，（一1）i－1　　（i＝1，2）
　　m→co
（iii）κ21（1ニ2，3，…）は狭義単調増加の正数列で、＋。。に発散する。
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（iv）κ21－1（1＝2，3，…）は狭義単調減少の負数列をなす。
　定理5と［1］の結果によって、μi（m，m－r）とV2（m，m－r）の両者五分五分の場合
　　　　の得点一からの偏差は、次のような漸近挙動をもつ。
　　　2
墨　r≧2を固定してm→。。とするとき、次式が成り立つ。
（3－9－1）”1（m・m一・）÷（ar一心）m＋儒一（「＋2｝卜’）c…＋・Kr＋・㈲
（3－9一・）・・（m・m－r）÷〔吠）M・＋・7・，1一（「＋2誉「一1）a・　一・Kr＋・〔±）
定墾　（i）数学的帰納法によって、（3－7－1）のみを証明する。（3－7－2）の場合も同様であ
り、ここでは省くことにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56　　　　　　　7まず「＝3のとき正しいことは・κ・＝＝　一T・ω1・・（m）＝了伽＋1）m●”（m　一3）とす
れば（3－6－1）式に一致することからわかる。r－1まで（3－7）式が三三とも成り立つと仮定して、
rのときも（3－7－1）が成り立つことを示す。以下簡単のため、13，，i＝β，，），「，，1＝γ，と書くこ
とにする。
　　y。　・　（m＋r）（m＋r－1）…（m－r＋1）d，　（m，m－r）（yr＝（2・）！d，（r，0））
とおく。漸化式（3－4－1）において、帰納法の仮定をすべて使って計算すると、次式を見出す：
　　：yn1一：Ym＿1＝（κ，＿1＋X3．＿i一γ，＿1）2r（m＋1）m…（m－2r＋3）＋2rL，（m）
ここでmの2（r－1）次の多項式Lr（m）は、次の形に表される：
（3－10－1）
Lr（m）＝（r－2）Kr＿1（m＋1）〃z…（m－2r＋4）＋2（r－1）κ．＿2（m＋2）（m＋1）…（m－2r＋7）
＋（6，一i　一　7，一i　）m（m　一　1）’　’　’（m　一　r）｛（m　一　1）’一2　一　（m　＋　1）（m　一　r　一　1）（m　一　r一　2）・　・　・（m　一　2r　＋　3）｝
　レ　
＋Σ（β，．1，た一γ．．1，た）伽一1）「＋丸規＠一1）…（用一・）
　た窯2
　　　　ア　　
＋2（r－1）Σ（β．．、，k一γ．．、，丸）ガ2一た＠＋1）配…＠一・＋1）
　　　　丸＝1
＋ω、，，．1（m－1）一＠一・）｛ω、，，．1伽一1）＋（2卜2）！tu，．1　（M－1）｝
一2（・一1）二一・＋2）＠一・＋1）｛tU、，，．、＠）＋（2・一4）！ω一、＠）｝
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従って、
すなわち、次式に到達する。
　di　（M，M一　r）　＝　（Kr－i　＋　6r－i　’”　7r－i）
　　　　　　　　　　ln
　　　　　　　　　　J’＝r＋1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・，n　＝・Yr＋（κ，一、＋β，．1一γ．一1）＠＋2）＠＋1）…＠一2・＋3）＋2・Σ乙，（ノ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j＝r＋1
　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃z－r）（m－r－1）・96（m－2r＋3）
（m　＋　r）（m　＋r一　1）…　（m＋　3）
　　　　　　　　　2r　2　L，　（」’）　＋　（2r）　！　d，　（r，　O）
　　　　　　十　　　　　　　（m　十　r）（m　十r一　1）…（m　一r十　1）
こうして、（3－8）の漸化式でκを規定し、
　　　　　　　　　　　th一　r
（3－io－2）　to，，，（m）＝2r　2　L，（J’）＋（2r）！d，（r，O）
　　　　　　　　　　　ノ＝r＋1
とおけば、rのときも（3－7－1）が正しいことが示される。
　定理5（ii）は（i）から直ちに導かれる。（iii）と（iv）の証明に入る前に、等式
（3つの数列α，，β，，γrがそれぞれ満たす漸化式（［1］）を用いて示される）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8r（r　一　1）（3－11）　13．　m　）’，　＋IEI，一i　一’　／r”i　＝　2r－1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ar－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2r　一1
に注意する。この等式から、漸化式（3－8）によって次式が容易に従う：
　　　　　　　　　　　　　　8（r一　1）（r　一一　2）
（3－12）　Kr　＝　K，一2　＋　2r－3－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a，一3　　　　　　　　　　　　　　　　2r－3
　　　　　　　　　　　　　　　　　1上式において・「＝21としてα・t一・〈a適用すれば
　　　　　　　　　　　　　4（21一　1）（21　一一　2）　一一　，　1
　　K21　〉　K2t－2　＋　4t　一　3　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉　K21－2＝ K21－2 十
　　　　　　　　　　　　　　　41－3　　　　　　　　　　　　4t－3
従って、κ21（κ2＝0）は単調増加数列をなし、
K21一
ﾅ（K2・一・K・j一・）・毒4ノ』→＋・・（t→・・のとき）
を考慮：すれば、（iii）の主張が証明される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1他方・（3－12）において・「　＝＝　21＋1としてα・1＞Tを適用す斌
（1）　2）
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K，，一，　一一一　K，，．，　＝　一！S6堰垂奄秩@i一一l11i（t2－i　一　i）　a2，．，　一　（4i　一　i）　＝　2（4t　＋　i）（a2i　一　Eil）　〉　o
をt＃・　（・・）K21－1（K・　一一g）が轍少の負数列をなす・とがわかる臨］・
注童．24対戦相手が2つの戦略、1とHの問で戦術変更を行う場合、手番の者の有利・不利
の度合いが、rの偶奇によって交互に入れ代わる様子を示すのが定理5の内容である。特に
雌蝶は・系・の（3一・）式・setPt（a，一圭〕m・t・mas号であ・・t・・fO’・　（3一・）式の次の定
数項β，とγrを比較して、次の簡単な評価式を書き加えたい：
（3－13－1）／3，，　一一　）t，，＜
ｵ＋2峯（4ノー最4ノー3）｝（1≧2・6・　一　7・　・　一g）
一生一隔〉多＋41㍉1＋2峯（4ノー1責4ノー3）（1≧1）
　最後に、定理5（iv）の（iii）と比べると不十分な主張に関して、未解決問題を述べたい。
（3－14）K…1　＝　Kl　一　1．1（防ダリ＝一2挨（4ノ＋1）（a・・一圭）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
とV’う翻κ・1・1の表獄におV’て・α・・一Tは簾輔灘の正数列をなす・しかしなが
ら・正項級数 P－i（4ノ＋1）（a2・か・轍あ・いは有限値甑どちらになるの）o・・
この結論を著者の力量不足のため、出すことができない。
　本誌前号の論文［1］に引き続いて、清書の労をとっていただいた鴨藤江利子さんに、
感謝の言葉を一言申し述べて、筆を置くことにする。
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